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ペロブスカイト太陽電池の変換効率は 2020年に 25.5%と報告されており、シリコン系太陽電池

に匹敵する変換効率が得られている。ペロブスカイト太陽電池は、塗布法で容易に作製できる。

本研究では全ての材料を混合した溶液を用いて成膜する 1 ステップ法とエアフローを利用して成

膜を行った。一般に 1 ステップ法では結晶核の生成と結晶成長が同時に起こるため結晶サイズの

不均一性が生じる。その不均一性を補うために、スピンコート直後に貧溶媒を滴下するアンチソ

ルベント法が利用される[1]。我々は、エアフロー法を利用しているがエアフロー法では結晶サイ

ズが小さくなってしまう[2]。そのため、主にソルベントアニール法を利用して結晶成長を促して

きたが、本研究では貧溶媒と良溶媒を混合してアンチソルベントすることで結晶サイズの向上を

目指した。当初数 10〜数 vol%で検討していたがこれらの濃

度では膜質が悪化した。Fig.1 は、ペロブスカイト膜の X

線回折測定結果である。トルエンに DMSO を微少量添加

することでペロブスカイトの結晶性を改善させることが

できた。Fig. 2は、ペロブスカイトの AFM画像である。濃

度を低くすることでトルエン単体と同程度なペロブスカ

イト膜が得られることがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 2 AFM images of perovskite layers. 
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Fig. 1 XRD patterns of the perovskite layers.  
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